
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮城県教育委員会 

算数チャレンジ大会２０２２ 

予選問題《解説》 



１ 
 

 

① 

 

 

 

 

 

 

②  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

③  

 

 

 

 

 

 

 

④  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤  

 

 

 

 

 

１.７を分数にします。 

（ ）の中から先に計

算します。 

かけ算から先に計算

します。 

割る数を逆数にして

かけます。 

割る数，割られる数をともに１０倍して計

算します。 

９２でまとめます。 



２  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ア と○イ の直線が平行，○ア と○ウ の直線が垂 直
すいちょく

であることから，○イ と○ウ の直線も垂直

に交わっていることがわかります。 

○い の角度は９０°となります。 

 

太線で囲
かこ

まれた三角形の３つの角の大きさの和は１８０°であるから， 

○う の角度は  

 １８０°－（１８０°－９０°－５８°） 

 ＝１８０°－３２° 

 ＝１４８° 

  となります。 

 

○ア  ○イ  

○ウ  
○う  

○あ  

○い  

答え  ○い  ９０°  ○う  １４８° 

５８° 

三角形の３つの角の大きさの和は

いつでも１８０°です。 

ここの角度が３２°とわかります。 



３  
 

１  

 （１０×２＋２０×６＋３０×９＋４０×１０＋５０×３）÷３０＝３２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２  

国語と算数の合計点が８０点以上あった児童は，下の表のようになります。 

 

                                                      

 

 

 

 

 

 

 

    １＋２＋２＋１＝６（人）                                    

                                  ６÷３０＝０．２ 

 

 

 

答え  ３２点 

答え  ２０％ 

  

10 20 30 40 50 

 

 

10  ２ １   

20  ３ ２ ５  

30 １ １ ４ ２  

40 １  ２ １ ２ 

50    ２ １ 

算 数 

国 
語 

表をたてに見ると，各点数

の人数が分かります。 

太いわくで囲まれている

ところが，国語と算数の

合計点が８０点以上とっ

た児童です。 

答え  １  ３２点   ２  ２０％ 



 

４  

 

 

ケーキ６個
こ

を買うときに支払う金額
きんがく

が，十の位で四捨五入
ししゃごにゅう

して百の位までのがい数にす

ると１７００円であることと，１７００円を支払うとおつりが返ってくることから， 

１６５０円，１６６０円，１６７０円，１６８０円，１６９０円 

のうちのどれかということがわかります。 

 

 このうち，６で割り切れるのは 

  １６５０円と１６８０円 

 です。 

 

 実際
じっさい

に６で割ると 

  １６５０円÷６＝２７５円 

  １６８０円÷６＝２８０円 

 となります。 

 

 ここで，ケーキ１個の値段
ね だ ん

の一の位の数は０であることから，ケーキ１個の値段は 

２８０円であることがわかります。 

 

 

 

答え  ２８０ 円 

１７００，１７１０，１７２０， 

１７３０，１７４０も，十の位で

四捨五入して百の位までのがい数

にすると１７００になりますが，

「１７００円を支払うとおつりが

返ってきます。」の条件
じょうけん

に合いま

せん。 

２７５円は，「ケーキ１個の値段の

一の位の数は０です。」の条件に合

いません。 



  

５ 
  

 一番小さい正方形の一辺の長さをＸとします。 

  中の正方形の一辺の長さは，Ｘ＋３と表すことができます。 

  大の正方形の一辺の長さは，Ｘ＋７と表すことができます。 

  三つの正方形の一辺の長さを足すと２５cm になるので， 

  Ｘ＋（Ｘ＋３）＋（Ｘ＋７）＝２５ と表すことができます。 

 

 

      ７cm     ３cm 

 

                  ２５cm 

 

  正方形を並べた長さは，小さい正方形が３つ分に１０cm を加えた長さになるので， 

 小さい正方形が３つ並んだ長さは１５cm となります。 

  よって，１５÷３＝５ 小さい正方形の一辺の長さは５cm になります。 

  中の正方形は５＋３＝８，大の正方形は５＋７＝１２ となります。 

  面積は，大が１２×１２＝１４４，中が８×８＝６４，小が５×５＝２５ です。 

 正方形で対角線の交わる点を通る直線を引くと，もとの正方形の面積を半分に分ける

ことができます。色がついた部分の面積は，１４４ｃｍ２，６４ｃｍ２，２５ｃｍ２のそれ

ぞれの半分になるので，７２＋３２＋１２.５＝１１６.５ となります。 

 よって，面積は １１６.５ ｃｍ２ です。 

 

 

 

 

一番小さい正方形の一

辺の長さをもとにして，

それぞれの正方形の一

辺の長さを表すと・・・。 

答え １１６.５ ｃｍ２ 



（別解） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３つの正方形のそれぞれの一辺の長さの合計が２５ｃｍなので，２５ｃｍから大の正方

形と中の正方形の差４ｃｍを引くと ２５―４＝２１ ２１ｃｍとなります。 

 この長さに中の正方形と小の正方形の差の３ｃｍを足すと ２１＋３＝２４ ２４ｃｍ

となります。 

 この２４ｃｍは中の正方形の３つの辺を合わせた長さになるので， 

 中の正方形の一辺の長さは ２４÷３＝８  ８ｃｍとなります。 

 大の正方形の一辺の長さは ８＋４＝１２ １２ｃｍとなります。 

 小の正方形の一辺の長さは ８―３＝ ５  ５ｃｍとなります。 

 面積は 大が１２×１２＝１４４ 中が８×８＝６４ 小が５×５＝２５ です。 

 正方形で対角線の交わる点を通る直線を引くと，もとの正方形の面積を半分に分けるこ

とができます。色がついた部分の面積は，１４４ｃｍ２，６４ｃｍ２，２５ｃｍ２のそれぞれ

の半分になるので，７２＋３２＋１２.５＝１１６.５ となります。 

 よって，面積は １１６.５ ｃｍ２ です。 

正方形の一辺の長さの合計が２５ｃｍ

だから，辺の表す場所を移動して考え

てみると・・・。 



１２

３７
 

１２

３７
 

６  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １ ソフトボール投げが２０ｍ以上３０ｍ未満であった児童が４０人，角度が６０°な

ので，小学６年生の児童の人数は，４０×６＝２４０（人） 

  

２ 上体起こしが１０回以上１５回未満，２０回以上２５回未満の児童の合計人数は， 

２４０－（２９+５４+４６）＝１１１ 

（１０回以上１５回未満の児童の人数）：（２０回以上２５回未満の児童の人数）＝１：０.４８ 

１：０.４８を簡単
かんたん

に表すと２５：１２になります。２５＋１２＝３７になり， 

２０回以上２５回未満の児童の人数は，合計人数（１１１人）の   に当たり 

ます。 

よって，１１１×   ＝３６（人） となります。 

0
10
20
30
40
50
60
70
80

０回以上

５回未満

５回以上

１０回未満

１０回以上

１５回未満

１５回以上

２０回未満

２０回以上

２５回未満

上体起こし（人） 

29 人 

54 人 

□人 

□人 

46 人 

０m以上

１０ｍ未満

１０ｍ以上

２０ｍ未満

２０ｍ以上

３０ｍ未満

３０ｍ以上

４０ｍ未満

４０ｍ以上

５０ｍ未満

ソフトボール投げ

答え １  ２４０人   ２  ３６人 

○ア は６０°だから６倍すると

３６０°になるね。 

６０° 
  
  ○ア  



７  

 

 

 100 メートル競走をすると，Ａさんは，10 メートル差でＢさんに勝ち，Ｂさんは，10

メートル差でＣさんに勝つことから，この関係を図に表すと，下の図のようになります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡさんとＢさんは，同じ時間で進んだ距離が異なるので，Ｂさんの速さはＡさんの速

さの 0.9 倍。 

ＢさんとＣさんも，同じ時間で進んだ距離が異なるので，Ｃさんの速さはＢさんの速

さの 0.9 倍。 
ＡさんとＢさんが競走したときＢさんは 90 メートル進んでいるので，Ｂさんが 90 メ

ートル進んだときに，Ｃさんが何メートル進んでいるか分かればよいことになります。 
このことを線分図で表すと次のようになります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 よって，Ｂさんが 90 メートル進んだとき，Ｃさんは 90×0.9＝81 メートル進んでいま

す。 
 このことから，Ａさんが 100 メートル進むときには，Ｃさんは 81 メートル進んでいる

ことが分かります。 
 求める答えは  スタートしてから８１メートル地点 です。 

Ａさん

Ｂさん

0m 90m 100m

ＡさんとＢさん，Ｂさんと 

Ｃさんの関係はこの通り。 

 

ＡさんとＣさんが競走した 

ときは・・・ 

0.9倍

割合

もとにする量比べられる量

0.9倍

BさんとCさんが競走すると

0

0

(ｍ)

1

90

0.9

答え  スタートしてから ８１ メートル地点 

「Ｂさんが 90ｍメートル進んだ」

ことをもとにする量と考えれば，

そのときのＣさんは速さが 0.9 倍 

だから，90×0.9 でＣさんが進ん

だ距離を求められそうだ。 

Ｂさん

Ｃさん



８  

 １ 

 

正五角形の数□（個） １ ２ ３ ４ ５ ６ 
 

マッチ棒の数〇（本） ５ ９ １３ １７ ２１ ２５ 
 

 

 

 

 ２  答え   〇＝□×４＋１ 

 

    （別解） 

     〇＝４×□＋１ 

      〇＝１＋□×４ 

  〇＝１＋４×□ 

     ○＝５＋４×（□－１） 

        

 

 ３  答え   ３１３本  

 

    ２の式の□部分に７８を入れて計算すればよいから， 

    ７８×４＋１＝３１３ 

  

正五角形の数が１個ずつ増えていく

と，マッチ棒の数は，４本ずつ増え

ていきます。 


